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私達のコミュニティーでの子供達の恵まれた生活

宣教師の単立したコミュニティーからなり、

一般に「ファミリー」と呼ばれるグループを代表しての公式発表

1992年4月

  　私達のコミュニティー（共同体）内にいる子供達は、全ての面において、一般社会の子供達よりも、優れた世話と育児を受けていると信じています。教育、情緒、健康、宗教、道徳、対人関係、娯楽、精神、職業指導その他の全ての面においてです。私達は今、この点を弁護するものとして、私達の生活様式、信条、態度、実際のコミュニティーでの生活に関する以下の全体的な概要を述べたいと思います。

Ａ．子供達は神からの贈り物
１．子供達を尊重する気持ち、また彼らを正しく世話し、訓練することは、私達の宗教的な信条また実践において不可欠であるばかりか、この共同生活で主要な部分を占めています。

　　福音を世界に宣べ伝えるというゴールに加えて、現在の共同生活で最も力を入れている点は、家族と尊い子供達を正しく世話するということです。殆どが若く、理想家の独身者からなっていた元来のメンバー達は、年月と共に大きく変わり、結婚し、成長しました。以前、私達のメンバーの大半が独身者だったのが、現在では子供を持つ家族が殆どを占めるに至ったのです。現在メンバーの大部分が、ファミリーで生まれたティーンエイジャーと子供達であり、それゆえ現在の私達の生活、組織、規則、基準は、家族や子供達に素晴らしい環境、適切な世話、正しい訓練を与えることに重点がおかれています。

２．生命尊重と、子供が造られることに関する宗教に基づいた考え方は、私達がコミュニティー内で子供達に暖かく接し、子供達を心から尊重する助けとなっています。

　　グループの中で育てられた子供達は自然で、陽気で外向的な性格を持っており、笑いや微笑みを絶やさず、自分達の住む環境が温かで、しっかり安定している事を反映しています。私達のコミュニティーの生活の特徴は子供達が真に尊重され、又それがコミュニティー生活の真髄にもなっているという事です。子供達に対する私達の態度と、社会全般の多くの人々が持つ態度との基本的な違いは、私達が子供達を実際の祝福、神からの贈り物だと考えている事にあるでしょう。そして創造される一つ一つの魂に、神は直接の関心を注いでおられ、その人生に深くかかわっておられると信じています。それからこの霊をその子供の体に結合させ、全く新しい永遠の生きた魂とされるのです。つまり子供は創造のわざであり、「偶然」にできたものでも、ただのセックスの結果でもないという事です。(創世記2:7、詩篇139:13-16を参照）

３．私達のコミュニティーでは、社会一般でよくみられるように、社会的、経済的、文化的または精神的な理由から、中絶せざるをえなくなったり、中絶を正当化するようなことはありません。

　　女性メンバー達の中には、胎児の生きる権利を信じる私達のクリスチャン共同家族を知り、それに加わる前に、中絶という、悲しく、感情的にも困難な経験をした人達がいますが、それらの女性達及び周囲の人々にとっては、この世界で子供を育てる事に対する不安があまりにも大きいため、中絶が「正しい」事のように思えてしまうのです。最近の中絶の統計を見てみても、妊娠した女性が子供を産むのを奨励するような社会状況や風潮ができあがっていないことは明らかです。このつらい選択を迫られた人達を無神経に非難したりするつもりは全くありませんが、子供をこの世に生まれさせるか否かといった困難な決断を下すように女性が脅やかされたり、そういった決断に追いやられるような苛酷な状況が、感謝することに私達のコミュニティーには存在していません。

　　この世の全ての女性も、私達のコミュニティーの女性のように、周りにいる人達からの保護と助けを日々受けられるよう願わずにはおれません。中絶率が高まっているのは、様々な年令の妊娠した女性を親身になって支え、助けようという気持ちが現代社会においてますます欠けてきているという、悲しい兆候であると言えます。人々は非常に多くの心配と不安を抱えており、赤ん坊という新たな責任を負うことなどできないといった恐れをいだくまでに至っているに違いありません。現代社会では子供を受け入れ、容認する度合が低くなっているようで、新しく、より徹底した産児制限プログラム、不妊手術、また妊娠後期でさえも中絶を認めさせようとする運動について見たり聞いたりするのが当たり前になってきました。したがって、この出産を冷遇する風潮にありながらも、私達のグループの女性が、「歓迎されない」妊娠に終止符を打つという経験をしなくてもよいという事実は、自分達のコミュニティー生活がいかに恵まれているかを示していると私達は考えているのです。私達のコミュニティーでは、赤ちゃんは一人残らず大切にされ、神への感謝と共に受け入れられています。

　　［注：私達が母親と子供両方の権利と気持ちを尊重しているということは、私達の一般向けミュージックビデオ「S.O.S 」の中の「ママ、お願い」にも表現されており、ここで述べたことの裏付けとなっています。この曲はまた、「空を翔けて」や「新宇宙征覇」のオーディオ・テープにも収録されています。］

Ｂ．幅広く、入念な育児、指導と教育

１．コミュニティーのメンバーに子供ができることは非常に歓迎される事であり、私達の子供達は、子供を持つことが間違っている事だという、不安を抱かせられるような考え方にさらされていません。

　　私達の子供達は神からの非常に特別な贈り物として扱われ、育てられてきました。彼らは決して、自分達が、親が不注意にしょいこんでしまったお荷物だとか、金のかかるものであるといった、希望もなく、不安定で、自信を喪失させるような考え方の中で育っていません。そういう態度は子供に、親は自分がいることで後悔しているのではないだろうかと考えさせることになります。私達のコミュニティーで育った子供は、世間の多くの子供達が苦しんでいるような、自分の存在に対する拒絶やきつい打撃を決して受けることはありません。子供達は自分達が愛されており、受け入れられ、望まれているのを知っており、大人は必ず自分達の世話をし、教え、訓練し、守り、自分達のために祈り、人生の意味を説明してくれると知っています。子供達が幸せで健康で、有益な人生を送るために必要な全てのものは、惜しみなく与えられます。周囲の人々が余りにも忙しく、彼らを愛したり、一緒にいることを望まず、その上彼らが邪魔だとか迷惑に感じるがゆえに、子供達が非行などに走ることもありません。子供達を喜んで受け入れるというのが、私達のコミュニティーでの生活なのです。

　　社会全般で、幼い子供達は、私達がコミュニティーにいる子供達が見たり聞いたりすることなど決して望まないような、無神経で心を深く傷つける事柄に、いつもさらされています。幼い子供達を混乱させ、恐れを抱かせるような子供に関する会話が、毎日当たり前のように、彼らの回り、あるいはＴＶから子供の耳に入ってくるのは、子供達をどんな思いにさてしまっていることでしょうか。まるで子供が望まれない厄介者であるかのように、子供の数は何人までにするべきだと大人が盛んに話していたり、子供を何人も持つなど論外で無責任な行動だとか、妊娠が「間違い」だとか「不運」な出来事だと言っているのを聞いたり、そのような「ひどい」事が起こるのを避けるよう正しい「予防処置」をしていなかったためだと、おなかに赤ん坊のいる母親が冷たい扱いを受けるのを見たり、または母親が赤ん坊を望んでいない場合、その子供は生まれてくるべきであろうかとＴＶやあらゆる場で毎日大人が演説をしたり、とめどもなく討論するのを耳にしている子供達はいったいどんな気持ちでしょうか。子供の存在自体が現代社会の多くの問題の原因だと遠回しに告げられても、子供達は無抵抗に聞き流すしかないのです。そして、親は、子供を育てなければならないというひどく束縛された思いと重荷の元で働いており、家に帰ってこなくなったり、たとえ帰宅してもひどく酔っていたり、お互いに罵り合うのは子供のせいだということを、子供達は遠回しに告げられているのです。

　　多くの家庭やそこでの子供の家庭生活と比べて、私達のコミュニティーは、現代の多くの子供達に降りかかっているひどい侮辱と感情的不安から子供達を守る安全な避難所のようでもあります。子供達の発育の全過程において、私達が子供達を心から尊重していることを裏付ける記述は、私達の出版物で何千ページにも及んでいるのです。

２．出産は正常で自然な事と考えられており、父親や母親、兄や姉は、生まれて来る赤ん坊のために実際面、精神面でもよく準備されています。

　　コミュニティー内で出産を控えた母親は、広範囲に渡る指導を受けることができます。また、行き届いた出産準備、援助、出産前後を通しての個人的な世話もです。この出産と赤ん坊の世話にかかわる一人一人に対しては、出産過程、新生児、そして新生児の世話に対して非常に前向きで落ちついた態度を持てるよう、多くの時間と関心が注がれます。赤ちゃんの世話をする者全員がその世話、食事、安全、衛生など、育児に関する他の実際面での事柄で詳細に渡って訓練を受けます。私達は共同生活をしているので、助言や指導をすぐ与えることのできる経験豊かな母親がたくさんいます。残念ながら、核家族化が進んでしまったために、現代では社会全体からかなり失われてしまった助け合いのシステムが私達にはあるのです。

　　私達のグループでは、妊娠期間中、夫は妻をいたわり、胎児の発育の全過程で、何が起こっているかよく知っておくように奨励されています。このように多くの世話と関心が注がれる結果として、私達のグループの母親の出産が恐れと苦痛に満ちた経験であることはめったになく、出産に至るまで、助けや精神面での励まし、指導、慰め、祈りが欠けることは決してありません。

　　世間一般の殆どの母親にとって、私達の共同コミュニティーにいる赤ん坊が与えられているのと同じくらい多くの世話や関心を赤ちゃんに与えるのは容易な事ではないでしょう。新生児は歓迎され、皆をわくわくさせる新しいメンバーとなるだけではなく、新しい母親は決して助けに困ることはありません。どの家庭においても、新生児が生まれれば、多くの手間がかかり、細々とした仕事も増えますが、赤ん坊の世話は、私達の専門です。私達のグループには大家族が多いので、この分野において多くの総合的な経験があります。私達はこの面で熟練しており、母親が病院に出産しに行く時には何が必要かを示すチェックリストから、母親と赤ちゃんに必要な栄養に関する詳しい知識に至るまで、あらゆる詳細に気を配っているのです。

３．私達の育児方法論は、聖書を土台に、様々な出版物や特別なセミナーから選びぬかれたバランスの取れたものです。

　　私達の育児法はあくまでも聖書からの原則に基づいており、それらの原則は昔から歴史を通して多くの人々によって真価が証明されてきました。そしてそれは、長い歴史を経て、今なお優れたものであると私達は思っています。しかし、聖書の中に見いだせる素晴らしい教えや導きは、現代世界の精神面での原則を無視した世俗の波によって無造作に押しやられ、その結果、現代世界は、無秩序状態と混乱の中に取り残されているのです。私達のメンバー全員は勤勉に旧約聖書と新約聖書の両方を勉強しており、聖書にある実用的な面での指針も、私達の生活のあらゆる面において適用しようと努めています。その中でも、子供の世話と訓練は、私達がまず第一に気にかけている事柄です。メンバーはまた、ファーザー・ダビデやグループの他の著作者達の出版物からの指導やアイデア、提案を、自分達の状況に合せて自由に取り入れることができます。

　　これらの実用的な面での原則を、私達の生活と、特に子供達の世話に活用する助けとして最近使っている方法は、私達の出版物、ビデオ、カセット・テープを通して、アドバイスやレッスン、個人の経験を皆にも教え、情報交換することです。このオープン・フォーラム形式のやり方は、建設的な見解や意見、新しいアイデアが皆に対してどんどん出されるので、メンバーやそれぞれのコミュニティーが考慮し、必要に応じて、それを使うことも、修正して採用することも、あるいは全く採用しないこともあるのです。

４．私達のメンバーは、世界中の教育者や育児専門家の調査研究結果を要約した出版物から育児に関して勉強し続け、改良を重ねていっています。

　　私達のメンバーは特に育児の面で常に、質の高い、現在の必要にあった最新の大人向けの教育を手軽に受けられますが、社会一般の人々にとってはそういった機会に恵まれる事はそう容易ではないかも知れません。この継続的な教育のほかに、私達のティーンや若い独身の大人全員が受ける、広範囲に渡る将来の育児のための準備、実際面での訓練、実地訓練があります。グループ全体として、私達は常に良いアドバイスに対してオープンであって、いつでもどこでも必要が生じれば、方法を新しく変えるだけの柔軟性を失わないよう努めています。私達の子育てを専門とする調査担当者は、すべてのメンバーが、子供の世話と教育に関する、新しい良き進歩や優れた見識に常に通じていることができるようにと、本の要約、ビデオ、資料、新しい子育ての方法に関するセミナー、推薦図書リストなどを提供することに多くの時間と労力を注ぎ込んでいます。私達は常に、世界中の指導者や専門家達、またクリスチャンや一般の人々からの、子供達に優れた世話と訓練を与えるのに役立つような価値ある提案を探しています。一般社会においては、私達のメンバーに与えられているような、無料でメンバ－全員が同レベルで引き続き学んでいける手段や機会は多くはありません。

５．結婚しているカップルは、家庭内のトラブルに関して思慮深いカウンセルや助けを受けることができるので、夫婦間のいざこざが発展して子供にまで悪影響を及ぼすようなことはありません。

　　誰でも、人間的な弱さは持っているものです。私達もその例外ではないので、理想には至らないこともあります。けれども、私達は、イエスやその愛や主の霊の奇跡を行なう力を持っているので、互い同士、他の人達の幸せを思いやるだけの沢山の愛を示しながら、コミュニティーに共に住むことができるのです。夫婦間のトラブルなどの問題が生じた場合には、私達は主や聖書の教えに助けを求めたり、互いに助けやカウンセルを求め合ったりして、どうしたらいいかを見いだし、問題を解決することができます。これは、夫婦やその子供達に数多くの益をもたらします。社会全般において、ほとんどの夫婦は、二人の間に問題があっても、それを解決するのに誰の助けも借りずに何とか切り抜けようと悪戦苦闘し、結局は解決できないことがしばしばです。中には、友人に助言や助けを求める人もいますし、結婚カウンセラーのもとに行く人もいます。しかし、その頃までにはたいてい、問題は非常に深刻なものとなっており、子供も両親の間がしっくりいっていないことに十分気づいているのです。

　　私達のコミュニティーでは、すぐに必要な助けを受けることができるので、子供達は、両親の関係にヒビが入り、破綻に至るのを何もできないまま見守るという、悲しくみじめな経験をすることはありません。西洋諸国の一部には、日々、そうした悲しい経験を味わう子供達が５０％にも達している所もあります。私達の家族はコミュニティーに住んでおり、簡単に助けや助言が得られるので、子供達が、両親の間で深刻な対立が起こったり、大人が怒りを爆発させたり、怒鳴り散らしたり、ののしり合ったり、暴力をふるうのを目の当たりにすることは、ほとんどないと言っていいくらいです。そうした行為は、普通は破門に値する深刻な違反行為とみなされているからです。妻を殴ったり、子供に暴力を振るうなどといった行為は、私達のコミュニティーでは全く見られないと言っていいでしょう。というのも、感情的な激しい対立や暴力行為につながりうるような兆候が少しでも見られたら、私達はそれを深刻に受け止め、それが爆発し、他の人達に悪影響を及ぼす前に、その問題に対処するからです。祈りやカウンセリングをしても問題が続くようなら、その夫婦は、一時的に別居をするか、コミュニティーの外に住むように求められるか、あるいは、問題に対する他の即座の解決策を見いだすよう求められることもあります。私達のメンバーには、夫婦関係を改善したり、子供にとって良い親となるのを助けるための読み物がたくさん提供されています。

６．私達のコミュニティーでは、未婚の母親でも全く拒絶されることはないし、ひどい扱いを受けたり、非難の目にさらされることも全くありません。また、コミュニティーにおいて、経済的な負担とみなされることもないのです。

　　従来の結婚という形をとり、父親と母親の両方がいることが、子育てにとって理想的な環境だということを私達も信じていますが、法的に結婚せず、片親で子供を育てる人に対しても、何の偏見も抱いていません。母親が赤ちゃんを産むたびに、私達はその喜びを皆で分かち合います。一般社会において見られる若き母親達、特に未婚の母親を取巻く問題の大半は、私達のコミュニティーでは全く見られないといっていいほどです。経済面では全員が互いに助け合っています。未婚の母親に対する社会的な偏見は存在せず、彼女達を白い目で見たり、恥知らずと呼んだりするようなことは全くありません。また、未婚の母親の子供だからといってレッテルを貼られたり、ののしられることも全くありません。母親が独身であるといったことや、父親の人種が何であるかなど、全く関係ないのです。それどころか、母親も子供も皆、しっかり必要が満たされ、良い世話を受けています。赤ちゃんが生まれれば当然、母親の負う荷が重くなるものですが、それも、コミュニティーの他の人達の助けによって軽くなっています。世間では、共働きの夫婦などは、自分達だけで生計をたて、さらには子育てもするために、良い子守りを探すのに苦労したり、見知らぬ人の元に子供を預けざるをえないといったことがありますが、私達の母親には、そういう悩みは一切ありません。

　　イギリスでの最近の調査では、最近結婚したカップルの内の１０組に４組が離婚に終わるというショッキングな結果が出ています。また、１６才以下の子供達の家庭の４分の１が破綻するとのことです。家庭に関する方策研究センター（The Family Policies Study Centre）は、「家庭白書」と題された公式報告の中で、今世紀の末には、イギリスにおいて、従来の家庭生活を味わう子供は、全体の半分しかいないであろうと推測しています。また、結婚するという選択をする人の数も減っています。現在の傾向からすると、人口の４分の１は５０才でまだ独身でいることでしょう。未婚の母親の数も、２０年前の１２人に１人から、５人に１人に増えました。未婚の母親による子供の数も３倍に増え、子供１０人につき３人になっています。さらにそのような子供の経験する悩みを増すものとして、片親の家庭は貧しい場合が多いという事実があります。片親の家庭のおよそ６３％が、貧困レベル以下の収入しかなく、福祉の手当を受けなければならない状態なのです。（「Daily Express 」紙に掲載された、ビル・アカス氏の記事からの編集）

７．私達のコミュニティーの子供達は、親の素性のゆえに烙印を押されたり、ひどい扱いを受けることは全くありません。

　　私達のグループの子供達は、母親が結婚しているかどうかや、親の人種のゆえに差別されることなど決してありません。しかし、残念なことに、一般社会ではそれが普通なのです。統計によれば、子供の２５％以上もが、その大切な成長期のほとんどにおいて、同年令の子供達や他の人達から、しばしば非難やあざけりを受けたり、拒絶されたり、劣った存在とみなされたりするということです。ただ、母親が結婚していないとか、父親の人種が異なっているとか、片親がいないからというだけの理由からです。

　　私達の子供達は、そういった部類に属する子供でも、コミュニティーの外部の人達から言われない限り、そのような残酷で非道な扱いが存在することすら知らずに育っていきます。父親のいない子供達や、肌の色が違うとか、障害を持っているなど、他の子供達と明らかに異なるところがある子供達でも、助けを受けられないとか、偏見の目で見られるとか、自分は変り者だ、劣っているなどと思わせられることは全くないのです。片親の家族が子育ての面で助けを必要としている場合、他の家族は、くつろぐ時間や、遠足や、何か特別なことをする時には、喜んでその片親の家族を仲間に入れます。私達のコミュニティーは、そういった親にとって幸せな場所であり、そこでの生活は秩序正しく、必要も満たされ、食事も決まった時間に栄養のあるものが出るのです。

　　私達はそれぞれの家族のきずなを強めるよう奨励しており、すべてのメンバーが、助けや助言や、道徳的、精神的な支えを受けられるよう努力しています。互いの世話をするというのは、聖書にかなったことであり、クリスチャンとして当り前のことと信じています。部族社会や、近い近所づきあいがあった時代には、そうやって互いの世話をするのは当たり前のことでしたが、今では、恐れや、警戒心や、利己的さ、物質主義、冷淡さ、通勤距離が長いこと、友情や互いとの強いきずなを築く機会や時間がないことなどのゆえに、そうした互いに助け合うという風潮はすっかり薄れてしまった様に思われます。

Ｃ．優れた食習慣、健康、衛生

１．私達は、丈夫で健康で幸せな子供が生まれるよう、妊婦が栄養のある食事をとり、適切な身体の世話をすることの必要や重要性を強調しています。

　　私達のコミュニティーでは、妊娠している女性は、特に健康的でバランスのとれた食事を食べることができ、仕事の量は軽減してもらい、良い世話を受け、また出産に向けてしっかり準備をし、そのための訓練を受けることもできます。妊婦が何を食べているかはきちんとチェックしており、しっかり食べて、十分にミルクを飲み、必要なビタミンや、栄養補給剤をとっているかどうかを確認し、胎児が健康で、必要な成長を遂げるようにしています。つわりに悩む女性には特別な世話がなされ、その女性の食べたいものを見つけたり、食欲をそそるものを調理したりします。妊娠初期の場合には、特に食べたいものを特別に買ってあげたりもします。

　　妊婦には、十分な休息をとり、運動もするよう奨励しており、過度に疲れるようなことは避けるように気をくばっています。危険をおかすよりは、すぐに他の人達の助けがかりられるのだから、そうした助けを求めるようにとも励ましています。例えば、棚の高い所にあるものをとるために、椅子にのぼったり、重いものを持ち上げたりすることは、不必要な危険をおかすこととみなされています。また、妊娠期間中の環境にも十分に気をつかうようにします。胎児の時の環境がのちのちにまで影響を及ぼすと信じているからです。

　　授乳している母親に対しても気をつかい、出産の後には、休息する時間を十分に与え、体力を回復するようにしています。また良質で、赤ん坊の消化に影響しないような食事をとり続けるよう促しています。

２．私達は、すべてのメンバーに、妊婦に対して最善の世話をするよう奨励しています。

　　妊娠している女性は、医師あるいは助産婦の検診を受け、自分自身にも、またお腹の中で育っている赤ん坊にも異常がないことを確認します。出産の際には、母親が、医師あるいは助産婦のもとで、できるだけ穏やかで落ち着いた雰囲気にあって自然に出産できるよう準備を整えます。母親には、歯科医に診てもらうことを勧めており、歯が丈夫かどうかや、お腹に赤ちゃんがいたり、授乳をしていることで、カルシウムが不足していることがないかなどを確認します。出来る限り、赤ん坊はすべて母乳で育てられます。それも、赤ん坊が自然の利に預かり、人工ではない、栄養豊かな母乳をとる事で、最高の成長を遂げるようにと願ってのことです。母乳を与えることの素晴らしい利点やその重要性について、数多くの団体や専門家が私達と同じ意見を持っています。それは、赤ん坊の健康に良いだけでなく、授乳を通して、母親と赤ん坊の間に素晴らしいきずなが結ばれるのです。社会の働く母親とその赤ん坊の多くは、母乳を与えていないために、そうしたふれあいによるきずなが欠けています。私達の赤ん坊は、世界中で一番、穏やかで、安心し、健康で、活発で、機敏であると信じています。生まれた瞬間から、自分が愛され、望まれていると感じ取ることができるのですから。

３．健康的な優れた習慣と清潔さが、すべてのメンバーにしっかり教えられており、皆がそれを守っています。

　　私達のコミュニティーでは、清潔にするのは神の教えにかなったことであるだけでなく、健康な生活をする上で欠かせないと考えられています。私達は『清潔であることは、神の教えの次にくるものではなく、神の教えの一部である！』と言う言葉を生活のモットーとしています。ですから、私達のコミュニティーの人達は、こまめに、家の中をきちんと掃除したり、整理整頓し、必要なら修繕を行なうようにしています。子供達にも、きれいに片付け、清潔にし、整理整頓された状態に保ち、部屋や持ち物をきちんと管理することを念入りに教えています。

　　私達のコミュニティーでは、不注意にも予防策をとらない事で誰かを病気の危険にさらすのは、神の御霊(みたま)や神の愛の欠如であって、悲しく深刻な事とみなされています。食器は念入りに洗われています。メンバーには、もし気分がすぐれないなら、他の人達への思いやりの故に、その事を正直に告げるよう求めています。感染する可能性のある病気が広がるのを防ぐ為です。風邪や何かの病気にかかっている時には、赤ちゃんや子供達にうつすような事がないよう特別に気をつかいます。発疹や皮膚の病気はすぐに手当をし、不快感に悩まされたり、広がったりしないようにします。

　　頻繁に手を洗い、服も清潔に保ち、子供達は天候に応じた適切な服を着るようにしています。

　　家の掃除、洗濯、食事の準備、配膳、皿洗い、ゴミ捨て、床掃除などはすべて、綿密なスケジュールと監督のもとに行なわれています。キッチンは丹念に掃除し、トイレも毎日消毒しています。新しく何かの仕事や掃除の責任を受け持つ人には、誰かがそのやり方を示し、しっかりと説明します。寝室は清潔に保たれ、整理整頓されています。シーツなども定期的に取り替え、洗濯しています。

　　赤ん坊のおもちゃはすべて、常に清潔に保つようにしています。赤ん坊のおもちゃが床に落ちた場合には、それをきれいに洗うまでは、手元にある清潔なおもちゃと取り替えるよう、メンバーに奨励しています。私達のコミュニティーでは、みんなで協力し合い、仕事を分け合っているので、コミュニティー内の母親達は、そのような行き届いた、贅沢とも言えるほどの世話を受けられるわけです。おむつはぬれるとすぐに取り替え、赤ん坊が不快感を味わったり、ぬれたままでいることに慣れてしまうことがないようにしています。ですから、おむつかぶれになったり、その他、人によっては、当たり前と考えるような湿疹ができることも、あまりありません。私達のコミュニティーの子供達は励ましと世話をよく受けているので、ごく幼い時期におまるで用を足すようになります。

　　私達は、世界中のどこのコミュニティーでも、玄関で靴を脱ぐようにしています。それは、日本や東洋での習慣ですが、私達がそういう優れた習慣を西洋のコミュニティーでも取り入れているのは、赤ん坊やよちよち歩きの子供を、外の道をおおうばい菌やウィルスから守るためです。衛生は私達にとって大切な事柄であり、私達のする多くのことは、衛生面での気づかいのゆえです。私達のメンバーは、外出して街の汚れにさらされると、家に戻った時には、シャワーをあびて、服も着替えるようにしています。

　　外部の人達は、私達が清潔さや、手を洗うことや、正しい食事をすることなどにあまりにも躍起になっていると言いますが、大勢の人達と住いを共にしている場合、これは、必要な良き習慣なのです。そして、他の人達の健康をおびやかすことがないよう細かなことにまで気をつかうのは、真の愛の現れであると信じています。他の人達に対して積極的に思いやりを示すというルールが、私達のライフスタイルの基礎になっているのです。

４．私達のコミュニティーでは、優れた食生活をす

ることに力を入れており、栄養失調などまず見られ

ません。

　　私達のメンバー全員に、甘い物の食べ過ぎとか、何の栄養もないスナックや、十分調理されていない肉や、コレラなどの病気を運ぶ可能性のある危険な海産物など、安全性や健康面で疑いのある食べ物は避ける様に勧めています。私達は普通、旧約聖書のモーセの律法で清くないとされている物は食べない様にしています。コミュニティーの監督をするよう選ばれた人の義務の一つは、そこでの生活の質を常にチェックし、メンバー全員の必要が満たされている様にする事です。献立にそって栄養豊かな食事が全員に出され、妊婦や授乳している母親や、育ち盛りの子供達や、病気のメンバー、回復の過程にあるメンバーには特別な食事も出します。

　　私達のグループの子供達に、良い食事や、適度の運動の時間を与えるのは、私達の道徳的な義務であり、その必要を満たすためには努力を惜しみません。子供達全員が、非常に優れた、健康的でバランスのとれた食事をし、ミルクや肉、新鮮な野菜や果物、全粒粉、自然な糖分、優れた食物繊維を十分にとるようにしています。子供達に栄養価値の全くないスナックや、でんぷん質や砂糖、脂肪分やコレステロールばかりを与えることはしません。子供達が肥満体になり、成長期に心臓やその他の内臓に障害を及ぼす可能性があるからです。私達の子供達は、砂糖の取りすぎが原因で起こる活動過多になることもなく、ごく自然に活発で、精神的にも機敏です。誕生日やその他の特別な機会には、健康に良い、自家製のデザートやお菓子を食べます。時には、ホームメイドのケーキに市販のアイスクリームをそえることもあり、特別な時には、私達の食習慣に少し異なったものを取り入れることもあるのですが、通常は健康に良い食習慣を維持するよう最大限に努めています。

５．子供達には全員、毎日運動をし、新鮮な空気を吸い、しっかりとした監督のもとに安全なレクリエーションの時間を持つように指導しています。

　　私達のグループの人達には、毎日決まった時間に、子供達に十分な運動をさせ、新鮮な空気を吸わせるように奨励しています。あまりに荒っぽかったり、競走心を煽るようなゲームや運動は勧めません。子供達のゲームや運動は、大人がしっかり監督するように努めます。コミュニティーのメンバー全員に、健康維持のために、少なくとも毎日１時間は活発な運動をするよう促しています。

６．私達のコミュニティーの子供達は、歯科衛生、口内衛生の面で非常に優れています。

　　私達の子供達の歯は全体的に見て、非常に良い状態にあります。彼らに虫歯などがないのは、自分の世話や衛生面に関する教育が徹底しているためです。また、バランスのとれた食事をし、栄養価値の全くないスナックや甘すぎるものなどは食べず、ソフトドリンクなどを飲む事がほとんど無いためでもあります。子供達の虫歯は極度に少なく、ティーンエージャーになっても、虫歯になったことのない子供が数多くいます。私達のメンバー独特の習慣は、特に食後すぐに歯を磨くことができない場合に、水で口の中をしっかりゆすぐことです。丁寧に歯をみがくことも、私達のグループ全体の習慣です。私達は、優れた食習慣や、口の中を清潔にすることを、幼い時から子供達に教えています。キャンディーや、甘いものの取りすぎや、ひどく熱い飲み物やひどく冷たい飲み物、それから炭酸飲料水は避けるようにしています。

Ｄ．子供にとって安全な環境

１．私達のコミュニティーは、子供達が生活し、成長していく上で、とても清潔で、衛生的で、安全で、秩序正しく、平穏で、愛に満ちた環境です。

　　私達のメンバーは、コミュニティーを出来る限り事故の起こらない安全な場所にするよう努力しています。私達が従っているスローガンとは、『事故を防ぐ最善の方法は、事故が起こるのを不可能にすること』です。事故のほとんどは、不注意、あるいは愛の欠如、正しい配慮や訓練の欠如のせいで起こります。コミュニティーの環境を安全で、清潔なものにするために私達が捧げているきめ細かな配慮や祈りをすべてここに列挙するのは不可能でしょう。たいていの家庭では、両親が揃っていようと、あるいは片親の家庭であれ、私達のコミュニティーで基本的な事柄となっている、安全のための方策を実践するだけの時間もなく、総合的な経験や、信念や、訓練、人手などにも欠けているのです。

　　子供部屋は安全で、清潔で、明るい雰囲気になっており、換気も良いし、適切な照明があります。２階の窓は、子供達が落ちないように安全に作られてあり、窓や戸は、病原菌を運ぶはえや蚊が家に入ってこないように、きちんと網戸がついています。台所は、はえや、ゴキブリや、ネズミや、ありなどの、健康をおびやかすものから守られ、清潔に保たれています。危険な道具類は鍵のかかる所に保管してあり、使う時には、祈り深く、安全のルールに従って慎重に使います。床が濡れていると、すぐにふいて乾かし、滑ったり、転んだりすることがないようにします。

　　コミュニティーにいる人は皆、安全に気を配るように訓練されており、危険な物が出しっ放しになっていないかや、不注意な点がないか気をつけています。ペンキや、溶剤や、掃除のための薬品は、年少の子供達の手の届かない所に注意深く保管することになっています。電動工具は使用されていない時は、プラグが抜かれ、安全な場所に保管されています。遊具やプールやコミュニティーの家具や備品は、子供にとって安全で事故の元になるようなものがないように注意深く点検されています。

　　住居やその他の建造物も、良い状態を維持し、必要に応じて修繕を行なうよう努めています。多くのコミュニティーには、一人か二人、家の維持や修繕に熟練している人がいて、定期的に必要な修繕をします。そのコミュニティーにそういう人がいない場合には、他のコミュニティーからそういった人が訪問して修繕を行なうこともあれば、修繕をする人を雇うこともあります。確立されたコミュニティーには、救急用品、消火器、緊急用の食料や備品が備わっており、すぐに使える状態です。

　　私達のコミュニティーでは、優れた安全の習慣をつけるよう奨励しており、赤ちゃんや年少の子供達の周りでは特にそうするよう強調しています。大人は、とがったものや、熱い飲み物や熱い食べ物を赤ちゃんや子供達の周りに持ってこないというルールがあり、そのルールを守らないのは、無謀で危ないこととみなされます。私達のコミュニティーの他に、大人やメンバーの全員が、子供の安全にそれほども気を配る家庭は、あまりないのではないでしょうか？　キッチンや調理室は普通、小さい子供達には立入り禁止となっており、たいてい床にはっきりと線が引いてあり（たいていは色のついたテープで）、どこからが危険な場所で、年少の子供達は大人と一緒でない限り入ってはいけないのかが示してあります。赤ちゃんは一人だけで放置しないことになっており、転がって落ちる危険を避けるために、おむつを取り替えるための台にのせている時もしっかり見守るようにします。私達のメンバーは、身の回りやその他の危険について常に知らされています。それによって、自分達や子供達が、ますます増えつつある危険にさらされることがないようにするためです。例えば、直射日光を浴びすぎる事、ペンキや都会の土にもある鉛の毒、危険な遊具、赤ちゃんの部屋にあるビニール袋、首を締めてしまう可能性のあるベビーベッドの近くのコードなどです。年少の子供達が遊ぶ場所のコンセントは、危なくないようにされており、角がとがっている家具は、何かクッションになるものをつけるか、あるいは子供部屋に置かないようにします。コミュニティーの湯沸し器の温度も調整して、誰も火傷をすることがないよう注意を払っています。子供達が道路で遊んだり、放っておかれたり、大人の監督なしでいることがないのは、言うまでもありません。

　　私達は絶えず、コミュニティーを子供達にとって安全な場所にするよう努力します。プールは柵をつけることになっており、全ての部屋は、換気が良く、適切な温度に保たれています。寝ている間に火事や問題を引き起こしうるものがないことを確認するために、毎晩寝る前に、コミュニティーを点検する係を決めるようにも奨励しています。要するに、私達のコミュニティーは子供達が生活する上でとても安全で清潔な環境であり、それは、私達が安全と清潔さについて祈ったり、勉強したりしてきたことの結果なのでです。

　　私達が子供達を過保護にしていると感じる方もいます。が、現代の社会において、驚くほどの数の子供達が不必要に事故などで死んでいっていることに目を向ければ、私達が、子供の安全については用心深くあり過ぎるというほうがましだと考える理由がおわかりいただけることでしょう。多くの子供達が、犬に襲われたり、窒息、溺死、ひどい落下、やけど、感電、毒物、火事などで死亡しているのです。もし世界の全ての人が、自分の子供にだけでなく、お互いに対して、もっと愛や思いやりを示し、神に、自分や家族を導き守って下さるよう祈り求めるならば、世界の悲しみや苦しみの多くはなくなると信じています。

２．私達のコミュニティーでは、嗜好品の取り過ぎや、合法、違法を問わず、どんな薬物や刺激物の乱用もしていません。世間一般のいかなる場所や施設でも、それほど制限している所はないのではないかと思います。私達の子供達は、アルコールの影響や、カフェイン、ニコチン、コカイン、その他どんな害のある薬物の影響も受けずに生まれてくるのです。

　　神の宮である私達の体を汚してはいけないという聖書の教えに基づき、コミュニティーでのアルコールを飲む量はごく少量であり、多くとも大人一人あたり、週に１２０ＣＣ程度のワインを飲むぐらいです。健康のため、また歯のために、強い酒やビール、さらにはコカコーラやその他の炭酸飲料水も飲まないことになっています。またコーヒーや紅茶でさえ飲み過ぎないよう勧められており、たいていカップ二杯が一日の限度です。

　　私達は全く麻薬なしの社会です。タバコさえ完全に排除しています。メンバーの中には、コミュニティーに加わる前に麻薬中毒だった者もいます。しかし、皆が助けを差し伸べてくれるコミュニティーの温かな雰囲気の中で、イエスの奇跡を行なう力によって完全に中毒から解放されたのです。このような節制のおかげで、私達もより健康で幸せになれますし、これは、子供達にとっても大きな祝福となっています。彼らは、タバコの煙も麻薬もなく、酒類もない環境で育つという、他の場所では得られないような特権に預かっているのです。私達のコミュニティーは子供達の成育にとって素晴らしく健康的な場所なのです。子供達は、親や兄弟が酔っ払ったり、始末におえない状態にあるのを見ることもなければ、麻薬中毒のせいで子供をなおざりにしがちな麻薬常習者の親からひどい悪影響を受けることもありません。

　　麻薬の使用は堅く禁じられており、アルコールを飲む量も注意深く制限されており、妊婦や授乳している母親の食生活はことさら健康的なので、麻薬による害を被った赤ちゃんや、中毒にかかった赤ちゃんなどいません。母親が酒をよく飲むせいで脳に損傷のある赤ちゃんもいません。アルコールや、麻薬やタバコをやめるのはメンバーになる条件なのですが、私達のコミュニティーの全体的な雰囲気が明るく励ましに満ちているので、メンバーは、アルコールやタバコなどに慰めを求める必要もなければ、そうしようとも思いません。私達は、母親のためや子供達の成長のために、健康的な環境を作り上げるべく最善を尽くそうと堅く決意しています。

　　私達のコミュニティーの方針と、社会の主流とを比べてみて下さい。社会一般では、アルコールの飲み過ぎが、金銭面でも、また人材の損失という面でも、非常に代価のかかるものとなっています。世間のほぼ誰もが、自ら直接、或いは間接的に、アルコールの悪影響を身にしみて感じた経験があります。アル中、職場での能率低下、妻や子供への暴力、結婚生活の破綻、自動車事故、健康を損う事などです。私達のコミュニティーの子供達は、そうした悪癖の影響を受けずにすむだけでなく、良い手本である人達に囲まれて育ちます。そうした良き手本が、子供達に強い確信を与え、大きくなっても飲酒に深くのめりこむ可能性をずっと減少させます。

３．私達のグループにいる子供達は、タバコのない環境で生きています。

  　私達はニコチンを拒絶します。私達の子供達や若者達は、タバコの煙のないコミュニティーで育っています。統計によれば、喫煙する人の回りにいて、タバコの煙に満ちた空気を吸うだけでも、自分の命を危険にさらすことになるということです。例えば、アメリカだけでも、自分では吸わないけれど、「受け身的」なタバコの影響から死亡する人が、毎年約５万３千人います。「受け身的」にタバコを吸うのは、避けうる死因の第３位だということです。（第１位と２位は、自らタバコを吸うことと、酒の飲み過ぎです。）　私達は喫煙者の１０人中９人がニコチン中毒者である世界に住んでいます。そして世界中では毎年250 万の人が、タバコが直接的または間接的な原因で死亡しています。子供でさえ喫煙しているのです。アメリカでは、「ジョー・キャメル」のようなかわいらしい漫画でさえ、子供に、この死に至らせる麻薬を吸うよう誘惑しています。世間では、妊婦は喫煙が許されており、子供達はタバコの煙に満ちた家庭で育つのです。

　　この主題について５万以上の科学的な研究が成され、そのどれもが、喫煙するか、タバコの煙で一杯の空気を吸うと、必ず健康を損うということを明らかにしています。多くの研究によれば、喫煙する妊婦は、胎児を、肉体的にも精神的にも深刻な危険にさらすということです。アメリカのメモリアル・スローン・ケタリング・がんセンターの外科医、ウィリアム・カハン博士は、最近のニューヨークタイムズの記事で、『たばこを一服吸うたびに、数分間で、一酸化炭素とニコチンを母親の血液に送りこむことになる。と書いています。』また、一酸化炭素が血液の酸素を運ぶ能力を減らし、ニコチンが、胎盤の血管を収縮させることから、『胎児は一時的に正常な量の酸素を受けられなくなり、こうしたことが頻繁に繰り返されると、酸素に非常に敏感である胎児の脳に障害が生じ、もう正常には戻らなくなる。』と。

　　ある研究によれば、妊婦がたった２本のタバコを吸っただけで、その５分後には、お腹の中の赤ちゃんに苦痛のしるしが見られたということです。心臓の鼓動が早まったり、異常な呼吸と思われる動きを見せたのです。カハン博士は、妊娠中の280 日間に、１日１箱タバコを吸う母親は、少なくとも２万７千回、お腹の赤ちゃんの体に化学的な害を及ぼしていることになると指摘しています。誰かがあなたに９ヶ月に渡り、２万７千回も、呼吸困難に陥らせようとしたり、窒息させようとしたらどうでしょうか！　その結果、精神機能不全、読む能力への障害、活動過多、知恵遅れになりうるのです。アメリカのがん協会は、喫煙者の子供達には、タバコを吸わない両親の子供達よりも呼吸器系の病気が多いと付け加えています。気管支炎や肺炎にかかる頻度が高いのです。　　私達のコミュニティーでは、子供達や、妊婦、また全てのメンバーのために、きれいで、タバコの煙のない空気を供給し、ニコチンが体に入らないようにすべく、出来る限りの事をしています。私達は子供達を愛しており、子供達が健康で丈夫な体を持つことを望んでいますし、他の人達のことを気にかけ、自分自身の体も大切に考えているので、喫煙やその他の害となる悪癖は断っています。現代社会の人々に望まれていることもそれではないでしょうか？

Ｅ．子供達全員に対する素晴らしい

身体的な世話と監督

１．年少の子供達はしっかりと監督されています。

　　私達のコミュニティーの年少の子供達は、世話の行き届いた優れた監督や、愛や良い訓練を受けるという益に預かっています。それは、ほとんどの公共の保育所が与え得る以上のものです。現代社会において働きに出ている親達は、子供達を全く不確かな環境に送らざるをえないことがしばしばです。見知らぬ人の元に残された子供達は、悲しい事になおざりにされ、不当に扱われ、虐待されているという事実が、ますます明るみに出ています。それとは対照的に、私達のコミュニティーでは、たとえ親が日中外に出なくてはならないとしても、親のよく知っている信頼できる人が子供達をきちんと世話してくれているので安心できます。世話してくれる人は、良い訓練を受けており、心から子供のことを思いやってくれるとわかっているのですから。また、いつでも、子供達がどうしているか知るためにその人と連絡を取ることができます。そして親達は、子供達が決まった時間に食事をする事、緊急事態が起こってもきちんと世話されること、子供だけで放っておかれることはないこと、訓練や教育を受け、幸せでいることを知っています。

　　私達のコミュニティーの生活様式自体が、子供を預かってくれる人を全面的に信頼することのできる、理想的な保育所作りに役立っています。私達の子供達は、世間で働いている親の子供以上に、親から離れているわけではありません。たとえ私達の働き者の親達が時々子供達から離れなくてはならなくても、子供達を世話するためにコミュニティーに設置されている状況や施設は、どんな民間または公共施設よりも優れたものだと思います。子供の世話は、子供の家、子供がなじんだ環境で行なわれるのです。このことだけからも、私達の生活様式は子供達にとって不安定なものだという非難が真実ではないことがわかります。一般社会で働く親の幼い子供達がどう扱われているかを考えると、私達のコミュニティーの子育ての方法が優れていることは、なおいっそう明らかになります。

２．私達のコミュニティーの子供達は孤独を味わったり、家に戻ったら誰もいなくて鍵がかかっていることもないし、「鍵っ子」体験もしません。

　　年少の子供達が最高の育児を受けているだけではなく、年長の子供達も家庭学習から大きな益を受けています。私達のコミュニティーの家族は、いつも誰かが子供達のために家にいるという、昔の伝統的な大家族の現代版のようなものです。私達の子供達の一人として、家に戻ったら鍵がかかっていて入れないとか、鍵っ子となるのがどんなことであるか知らないのです。共働きの両親の子供達は、毎日放課後、誰もいない家やアパートに帰ってくるというのが悲しい社会の現状です。現代社会の経済状況が厳しいために、片親が家に残って家事や子供の世話をするなどというのは、なかなかできない贅沢なのです。多くの家庭では、共働きをせざるをえず、子供達の世話をするための時間など殆どありません。たいていは、叔母さんやおばあさんが、親の代わりに家にいてあげる事もできません。学校でも、状況は似たようなものです。調査によれば、教師は、大きなクラスを抱えているので、一人一人の子供に関心を示せるのは、せいぜい数分なのです。鍵っ子の子供達からなるこの世代は、都会の荒廃、非行グループ、犯罪、麻薬、売春、アルコール、悪魔崇拝、自殺、その他、数々の深刻な社会問題にさらされるようになっています。

　　それとは対照的に、私達のコミュニティーは常に活気に満ちていて、子供達が一人ぼっちで放っておかれることはありません。自分の話を聞いてくれて、悩みを解決するのを助けてくれる人を探し求めながら、人生をあてどなくさまようことはないのです。私達の子供達は、正直で自由に話し合うことを好みます。昔の大家族のように、いつも誰か、子供が助けを求められる人がいるのです。社会全般の人々にも、私達の提供する解決策をよく考慮し、試みていただけるなら、きっとうまくいくと私達は考えています。子供達のための愛に満ちた環境を作り出すために、共同生活をして共に暮らし、共に働くという私達のやり方は、効果的であることが実証されているのです。

３．親は、毎日子供達と有意義な時間を過ごす事、また、週に一度は、丸１日、家族との時間をとることを求められています。

　　私達の親は毎日、子供とのふれあいを楽しむ、家族との素晴らしい時間を持つ事ができ、また、そうすることを求められているのです。そういう時間が持てるのは、現代では珍しい事になってきています。私達の生活様式や、宣教活動を中心とした仕事においては、一般の平均的な家族が望む以上に、子供達と一緒に過ごす機会があるのです。私達のコミュニティーの殆どは、週の一日を家族と過ごす時間にあて、仕事から離れて、家族揃ってレクリエーションを楽しんだり、家族のきずなを強めるための特別な時間を取っています。

Ｆ．しつけと振る舞い

１．私達のコミュニティー内には、子供のしつけと振る舞いに対して、明確で、また虐待を戒める指針があります。

　　けなしたり、ののしるような言葉を子供に浴びせたり、また腹が立っていたり、気が転倒している時に子供を叱るのは、すべきでない行為です。また、厳しいだけで、愛のないおしおきも禁じられています。親は、怒りにまかせて子供をおしおきするのではなく、まず冷静になる事を求められています。しつけは全て、信仰に満ちた態度で、落ち着きをもって、祈りの内に行なわれなければなりません。たとえ断固とした態度が必要であってもです。私達は、子育ての分野における著名な博士や専門家による本や著作の要約を集めた本や印刷物をメンバーに提供しています。それには、現代得られる最善の助言の数々がまとめられており、広範囲のトピックを扱っています。

Ｇ．道徳的な訓練

　　いかなる形であれ、信教による差別や、信教に対する不寛容の態度の撤廃をうたう国連宣言第５条にははっきりこう記されています。

        １．両親、及び子供の法的保護者なる者は、家庭において、その宗教や信念に応じた生活を営む権利を有する。子供が受けるべきだと信ずる道徳的教育を受けさせる権利を有するのである。

        ２．どの子供も、宗教や信念に関して、両親及び法的な保護者の意向にかなった教育を受ける権利を有する。その両親及び法的な保護者の意向に反する宗教や信念に関する教育を受けるよう強制されるべきではない。最も重要なのは、子供にとって何が最善の益となるかである。

        ３．子供は、宗教や信念を理由としたどんな差別からも守られている。理解と寛容と国家間の友情と、平和と、普遍的な兄弟愛と、他の人の宗教や信念の自由に対する敬意の内に子供は育てられるべきであり、自分のエネルギーや才能は、人類への奉仕に捧げられるべきだとの明確な認識をもつべきである。

１．私達のコミュニティーは、メンバーの子供達に、真のクリスチャンの環境と文化の中で育てられるという、他では得られない機会を提供しています。

　　私達は子供達に、素晴らしいクリスチャンの文化や環境、クリスチャンとして引き継がれた様々な事柄を提供しており、それは現在の社会では得られないものです。私達の宗教的信条や宗教的生活様式にあって子供を育てることは、私達の権利であり、私達のグループにいる私達の子供達の権利であり、さらには、私達の道徳的義務でもあります。ユニークな私達がクリスチャンとしてのユニークな献身の方法また生活スタイルは、聖書にはっきりと記されているものだと信じていますが、一般社会には、私達の子供達に、そうしたものや、私達の信仰に基づく教育を提供できるような適切な施設はありません。

　　私達の見解では、西洋社会は極端に世俗化し、人間至上主義となっているので、私達の生活様式や、主に仕える方法を子供達に教える必要はますます強まっています。物質主義の尊重や、独断的な進化論支持、道徳的頽廃、活動的なクリスチャンに対するおおっぴらな嘲笑、宗教的迫害の黙認、解決を見ない社会問題の深刻化、明白な無神論的教えや態度が幅をきかせていることなどは、私達の信仰とは全く相反するものなのです。社会はますます神に反し、反クリスチャンになってきているという一般的な世界観は、私達のグループだけでなく、世界中の多くの宗派に属する、聖書を信じる何百万ものクリスチャンも同様に抱いているものです。

　　私達がグループとして、主への信仰を表現し、主によって従う者達のために定められた生き方をしていることに対して、一部の人達がひどいいやがらせをしてくること自体が、私達からすれば、いわゆるキリスト教国においても、社会全般が、特にその一部が、ますますクリスチャンの教えから離れ、彼らが完全に自分達の管理下に置くことのできないクリスチャンの信仰や生活様式、祈り、教育、聖書の勉強といった事柄に敵対し、どんな形のものであれ制限するようになってきたことの証拠です。

　　キリスト教の主流においてさえ、人々の信仰や、宗教的実践や、生活様式の中に、従来のキリスト教が急速に衰退の一途をたどっていると言う事を反駁するに足るだけの証拠が見つけられません。これは、イエス・キリストの再臨の前の日々について聖書が予告している通りです。（第２テサロニケ2:3 ）『クリスチャンについて、何も反対などはしていない。ただ、まだ一人もクリスチャンに会ったことがないのだ。』というジョージ・バーナード・ショーの言葉は的をついています。デンマーク人の哲学者キルケゴールは、「キリスト世界への攻撃」の中で、『新約聖書のキリスト教は存在しない。』と書いています。何世紀にも渡って、非常に多くの人々が少しずつキリスト教から神の存在を巧みに取り除いてきており、キリスト教を新約聖書にあるものとは相いれないものにしてしまうことに成功しつつあるのです。

　　キルケゴールの実存主義には賛成しかねますが、キリスト教の一般的状況に対する彼の懸念や批判は理解できます。私達は、使徒行伝２章４４、４５節に要約されている、新約聖書の模範にならった生活をしようと努めているクリスチャンです。そこにはこう書いてあります。『信者たちは皆一緒にいて、一切のものを共有にし、資産や持ち物を売っては、必要に応じてみんなの者に分け与えた。』　私達は、もともと紀元一世紀に存在したキリスト教の共同生活は、現代においてもなお可能であり、有用であるという生きた見本や証拠を、この世に提供しているのです。さらにグループとして私達は、マルコ１６章１５節の、『全世界に出ていって、すべての造られた者に、福音を宣べ伝えよ』という命令に従っています。このキリストの命令こそ、私達が活動を続けていく原動力となっているのです。

　　２０世紀において、初代のクリスチャンの教会を模範とした、うまく機能するコミュニティーを再現することに努めてきて、私達は、こうした共同生活が、社会的にも、個人的にも、また信仰の面でも、測り知れないほどの益をもたらすということを発見しました。他のクリスチャン、さらには社会全体も、因習にとらわれないこの新しい生活様式から大きな益を受けられるものと思います。私達がこの活動において学んできたことの多くは、現在の数々の社会問題に対する解決策を見いだそうとしている人達にとって非常に興味深いことでしょう。

２．私達は子供達を主の薫陶と訓戒とによって育てますが、最終的に子供達が何をするかについては、子供達の選択に任せます。

　　一般に牧師、伝道師、修道女や司祭が家族単位ではなく、個人で主に仕えるのとは違い、私達はコミュニティーにいる者全員が主に仕えており、またメンバーの子供達も例外ではありません。私達の子供達は、旧約聖書の幼きサムエルのように、日々、献身的に主に奉仕するという生活様式の中で育ちます。けれども、サムエルは宮に住まうために母親のもとを去らなければなりませんでしたが（サムエル記上1:24-28 ）、私達の子供達は両親と共に主に仕えることができるのです。私達は子供達をこよなく愛しており、彼らも私達と同様、主に仕えるようにと主から召されるよう私達は祈っています。私達は、自分達の役目として、子供達に最善の世話と道徳的訓練を授け、また、自らが良い手本となるようにします。けれども、大きくなってから何をするかを選択するのは、彼ら本人なのです。大半の子供達はグループにとどまることを選択しますが、グループを去る選択をする子供もいます。そういう子供は、成年に達した段階で、あるいは、親戚や、その他彼らを世話できる場所が見つかった段階で、グループを去ります。

Ｈ．精神的、情緒的な世話

１．私達のメンバーは子供達に対して愛情深いものの、それは性的なものではありません。

　　優しく、愛情深いことは、良い親になる上で欠かせない基本的なことだと私達は考えています。これを誤って解釈して、性的に愛を示したり、操ったりすることだと考える人もいるようですが、全くそうではありません。心理学者達は、ふれあうことやスキンシップの大切さについて盛んに説いており、その関係の記事もよく書かれています。小さな子供には、暖かく抱きしめてあげたり、ほおにキスをしたり、何かをよくやった時には頭をなでてあげたりするのが助けになると信じています。私達の子供達はごく自然に互いに愛情を示し、互い同士のあいさつの時に軽く抱きしめ合うこともあります。私達はこれを全く性的行動の現れなどとは考えず、単に人の温かみや理解を示すものと考えています。私達のコミュニティーで見られる愛情表現はすべて、社会の規範にそったものであり、専門家や医学関係者が、健全で望ましいとみなす範囲のものだと信じます。けれども、もしも抱きしめられたり、触れられたりして、不愉快な気持ちがしたり、特に、性的にそれがなされたと思う場合には、そのことを報告する権利が子供にはあるばかりでなく、義務でもあるということが、子供達には注意深く教えられています。

　　日本人の大半はあいさつのために互いに抱擁やキスを交わしたりする習慣がないので、西洋社会に行くと居心地の悪さを経験するものです。それと同じように、私達のコミュニティーを訪れる人も時々、多少の違和感を感じることがあるかもしれません。

２．私達の家族や子供達は、たとえ両親が別居や離婚をしたとしても、絶望感やショックで立ち直れないということはありません。

　　夫婦が別居を決めた場合でも、母親と子供達、あるいは父親と子供達が、余分な重荷を負うことにはなりません。私達のコミュニティーの世話や維持において、みんなが協力し、助けるからです。別居することにした夫婦は、きつい言葉を浴びせ合ったり、心を堅くしたりすることなしに、良い関係のままで別居するよう助けを得ることができます。両親は、あらゆる努力をして子供達が親の決断やその理由をしっかり理解できるように助け、子供には何の罪もないこともはっきり説明します。子供の親権は、コミュニティーの他のメンバーと祈り相談しながら、子供達とも話した上で、両親が決めます。両親がグループにとどまっている場合には、子供達は自由に両方を行き来できます。片親がグループを去った場合には、そのカップルの間で法的な手続をすることになります。家族がそういう緊迫した時期を迎えている時には、コミュニティーの人達がその子供達を助け支えます。

　　世間でよくあるように、家からペットにいたるまで、あらゆる持ち物の所有権をめぐって延々と裁判での争いが続くということはありません。グループとしても、個人としても、私達は自らの意志で、あまり個人の所有物を持たないことに決めたからです。互いに助け合う共同生活のゆえに、別居や離婚は、私達のグループにおいては、一般社会にあってほど、子供に深刻な影響を与えることはありません。しかしながら、一般社会では両親が離婚すると、子供が、社会的、感情的、さらには経済的にも、激しいショックを味わうことが多々あります。

３．将来についての悩みや、孤独感は、毎年、何万もの他のティーンエージャーや若き大人を自殺に追いやっていますが、私達のグループの子供達や若者は、それらのことを悩まずにすみます。

　　私達の若者達は、暖かい世話と導きの下で、一歩一歩大人へと成長していきます。彼らは、自分達を助け支えてくれる人々に囲まれていて、自殺や自殺未遂は、私達のコミュニティーでは全く存在しないといっていいでしょう。

　　伝統的な家族制度が崩れ、ティーンエージャーや若い独身の大人が家族も家庭もなくなって一人きりになってきていることから、彼らがたびたび襲われるひどい孤独感は、世界的な病弊となってきていますが、私達のコミュニティーにいる若者達や若い独身の大人達は、それほどの孤独感は決して味わうことがないでしょう。孤独というのは、ますます大きくなってきている社会の病弊であり、悪化の一途をたどっていくことでしょう。人々は、他の人との近い接触を持つことがなくなってきており、イエスに信仰を持つことから得られる慰めや、自分の人生にイエスの存在を感じることからくる安心感も持っていないからです。共同生活で協力し合うことを通して私達が身につけてきた方法や能力は、人々が直面している、増加しつつある社会的、情緒的、さらには経済的圧迫感を乗り越えるために、ますます多くの人々が必要とするであろう社会的解決策になると、私達は感じています。

　　都会で暮らし、何百万という人々に囲まれていても、大勢の人々は深刻な孤独感にさいなまれています。アメリカ統計局の報告によれば、アメリカ国内の２千３百万の人々、つまりアメリカの総家庭数の４分の１近くが、一人暮らし家庭ということです。多くは老人ですが、米政府発行のマンスリー・レイバー・レビューの１９９０年度版では、一人暮らしの人々の中で、最も急速に増加している年齢層は、１７、８才から２０才台のグループだということが裏付けられています。その多くは、家庭が崩壊し、異性との接し方がよくわからなかったり、離婚率の高さから、自分もそうなることを恐れて、異性とかかわるのを恐れているのです。１９８８年にアメリカで男性が最初に結婚した年令のメジアン（中央値）は、２５．９才で、女性が最初に結婚した年令のメジアンは、２３．６才でした。これは、アメリカの統計局の報告によれば、統計を取り初めて以来、最も高い年齢値ということです。

Ｉ．好ましい対人関係の訓練と、

道徳観念の発達

１．私達の子供達は、皮肉や、軽蔑の言葉や、罵倒など、口汚い言葉を聞くことがありません。

　　私達は、優しく、愛のこもった話し方をするよう努力しています。話す言葉や話し方は、その人の心の内を表わすと信じています。『心からあふれることを口が語るものである』（マタイ１２：３４）という聖書の言葉の通りです。また、言葉というのは、人を高める力もあれば、失意のどん底に落とす力もあると信じており、愚かなことや、知恵のないことは言わず、いつも、神に認めていただけるような話し方をするようにという聖書の戒めを守るよう心掛けています。ですから、私達のコミュニティーにおける会話は、聖書の言葉をかりるなら、「人の徳を高める」ものであるべきなのです。否定的なニュアンスがなく、誰の気分を害することもなく、誰を傷つけることもないユーモアは、健全であり、私達のコミュニティーでも聞かれます。

２．私達のコミュニティーの子供達は、平和的で、暴力のない環境で成長しています。

　　私達の子供達は、現代の多くの子供達と異なり、破壊的になったり、残酷な態度を取ることが殆どありません。子供に残酷で破壊的になってほしくないなら、子供がそのような行動を見たり聞いたりすることのないようにしなければならないという原則に基づいて私達は生きています。私達の子供達は破壊的かつ残酷な行為は自然ではなく、異常で受け入れがたい行為だと信じるように育てられてきました。残酷またはサディスト的な動物の扱い、いじめ、非行行為による公共物破壊やその他の悪質な破壊行為は、特に私達の子供達の中では見られないことであり、彼らは忠実にペットの世話をし、自分達よりも弱いメンバーを守り、助け、他の人の所有物を大切にするよう教えられているからです。

　　私達には全く暴力のない環境があります。子供が暴力的になってしまうのは、虐待にあったり、ＴＶの非常識な暴力シーンを目にしたり、まるで人を殺しているかのように感じさせる暴力的なビデオゲームで遊だりするためだと私達は信じています。私達のコミュニティーにおいて、子供達に「ランボー」のような暴力映画を見せることはしません。おもちゃの銃や武器を与えたり、何らかの戦争ごっこをするよう奨励することもしません。スポーツやゲーム中の過度の競争心や敵対心も良くないことだと教えています。

　　メンバー間でのどんな暴力や、敵意ある攻撃も容認することはありません。またコミュニティー外の人との接触についても、誰かが私達に直接攻撃をかけてきて、自己防衛のため、または健康、安全面を考えた上で妥当な行為を取らざるを得ない場合を除いては、同じ規則が当てはまります。イエス・キリストを自分達の救い主として受け入れた全ての男性、女性、子供の内には、実際にイエスがおられ（「あなたがたの内にいますキリストであり、栄光の望みである。」コロサイ1:27）、また人によって程度の差こそあれ、聖霊の現われがあると信じています。それゆえ私達は、イエスを信じている小さき者にしたことは何でも、それが良い事であろうが、悪い事であろうが、それはイエス御自身にしたのと同じだと聖書から警告されています。（「わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者の一人にしたのは、すなわち、わたしにしたのである。」マタイ25:40 ）

　　ひどく敵意に満ちた行為が私達に直接行なわれた場合は、主が私達のために介入して下さるよう祈ります。最終的な裁きや処罰の執行は主のなさることだからです。またひどく脅かされたり、危険にさらされた場合には、私達はためらわずに保護を求めて当局に通報します。聖書は、警察を神に仕える者と呼んでおり、警察を尊敬し、感謝するよう教えています。（ローマ13:1,6）　社会不安、過剰なマスコミによる攻撃、宗教を容認しない態度など、警察がそれ相応の保護をもたらすことができない場合には、子を思う親として、私達はより安全で平和な場所に移動することを好みますが。

　　私達の子供達の顕著な性格としてあげられるのは、その友人関係において非常に温和で、他の子供に自分のものを分け与えたり、気づかうという、その年齢にしては非常に優れた、注目に値する行動をとっていることです。私達のグループの子供達は「良い子すぎる」と批判されたこともありました。利己的でなく、他の子供を憎んだり、暴力をふるったり、攻撃的にならず、相手に沢山の愛や思いやりや親切を示すからです。私達の子供達が現代の社会の子供達とかなり異なり、心優しく、温和で、幸せで、素晴らしい性格を持っているからと言って、それを非難する人々がいるのは不可解に思います。肉体的に虐待されている子供、苛酷な扱いを受けている子供、ＴＶ漫画の暴力シーン、他の子供達からの悪質で暴力的な行為でいっぱいの世界にどっぷりと浸っている子供には、私達のコミュニティーの子供達が暴力のない愛あふれる環境で育った自然の結果として持っているような良い性格を身につけるのはできないことです。私達の子供達が素行、行儀作法、会話において模範的であるのは、心理的に隠れみのをまとっているからでも、根強い自己防衛反応からでもなく、ただこの素晴らしい環境としつけの仕方から来ているのです。子供達は自分達本来の姿と、彼らが受けているしつけをそのまま行動に移します。私達の言っていることが信じられないなら、私達の子供達を見て下さい。年上の子供やティーンの誰かに、あなたの赤ちゃんを頼んで部屋を出ていっても、赤ちゃんは全く大丈夫で、良く世話がされていることでしょう。しかし今日の子供や若者の多くは、そのような事ができません。それはただ彼らが他の子供を世話するよう訓練されていないからであり、日常生活において暴力を目にするのが日常茶飯事だからです。

３．私達のコミュニティーで育てられた子供達は、自信をもって人に接する事ができ、マナーが良く、すべての年令の人達とよく話をすることができます。

　　私達の子供達は、礼儀正しくすること、親切や理解を他の人達に示すことという具合に、マナーや行儀作法について多くの事を学びます。彼らはどのような社会的地位や国籍や年令の人達とも落ち着いて話すことができます。これは、私達のコミュニティーには、幅広い年齢層の様々な人達がいるためです。一般の子供達は普通、それほど様々な人と親しくはならないでしょう。子供達は、経験不足のベビーシッターと共に家に残される存在ではなく、昔の小さな共同体がそうであったように、社会的に貢献する一員なのです。私達のメンバーは外に伝道に出て、人々の魂を養います。だから、子供達も一緒に出る機会が持てることもしばしばあり、自分達が神の御仕事において、大変重要な役割を果たしていることを知っているのです。このように真に重要なすばらしい存在として尊重されていることで、子供達は自分達自身に対して肯定的な態度と自信を持つようになるのです。

　　私達は、多くの学校のように、コミュニティー内で、子供達を１日中、一つの年令グループの中にだけとどめておくことはしません。いろいろな年齢層の人達に接し、いろいな役割を果たしたり、あらゆる人間関係を学ぶチャンスを与えるように努力しているのです。例えば、子供達はある日は、年下の子供達を助け、自分の存在の重要性と根本的なリーダーシップ訓練を受けます。そして翌日には、ドラマ製作で年上のティーン達と働くかもしれないし、大人と大工仕事のプロジェクトに携わることもあります。またはグループ全体の前に立って、歌を歌ったり、劇をしたりするかもしれません。このように幅広い年齢層の人々と接触することによって、私達の子供達はどんな年齢の人々にも自信をもって接することができるのです。世代の断絶という障壁は、人によって作り上られげたもので、互いに孤立させるものですが、そのようなものは私達のコミュニティーには存在しません。

　　私達は、一人一人を尊重することの価値と必要性とを非常に重んじており、どんなものでも二重の基準となっているものはコミュニティー内から除き、統一した基準を守ることをすべての人に要求するように努力しています。大人も子供もすべてのメンバーが、コミュニティーの規則を等しく尊重し、子供達もできる限り規則や基準を決める決断に加わるようにしています。年長の子供達やティーンエージャーや大人は、年下の者達に良い手本となることを求められており、見下すこと、からかい、恩着せがましい態度や、尊敬を欠いた態度は容認されません。これによって子供達は自信をそこなわずに成長していき、また皆が調和し、互いに尊敬し合う環境で共に暮せるのです。

　　これとは対照的に、社会全般のたいていの家庭では、子供達が自分の兄弟姉妹や親とまでも戦闘状態にあることが普通と考えられています。いわゆる先進国のほとんどにおいて、異なる年齢層同志が互いに疎外し合うという、世代の断絶の概念が、現代の価値観の内に、またテレビなどに出てくる現代家庭の内に広く定着してしまっています。ですから、人によっては、私達のコミュニティーでは大人が尊敬されており、大きな世代の断絶など存在しないというのは想像しがたいことでしょう。特にアメリカの映画やテレビ番組は、自分の兄弟にひどく横柄で俗悪な口のきき方をすることや、親子のコミュニケーションのひどい例を強調し、それをあからさまに奨励していることで、最も横暴と言えます。私達は、大衆メディアが流している、子供を堕落させることを目的とでもするかのような番組は、まことに非難されるべきだと感じています。

　　社会の親のほとんどは、子育てのジレンマに直面しています。というのも、我が子が犯罪を犯した場合に、親のほうがますます法的に責任を問われるようになってきている一方（子供の犯罪のゆえに、親が罰金を科されたり、親が刑務所に入れられる所もあります）、親としての権威の失墜や、子育てにおける良い訓練の欠如や、子育てのための励ましや助けがないために、親は身動きがとれないも同然だからです。そして、家庭を強めるどころか、家庭をたたきつぶし、分裂させるものすごいプレッシャーの攻撃を受けています。おまけに我が子と有意義な時を過ごすための時間もチャンスもほとんどありません。その上、学校生活や社会やテレビでは、子供に、親を愛し、敬い、感謝の気持ちを示したいとか、心を開いて、親とコミュニケーションしたいという気持ちにさせるようなものは、殆ど、あるいは全く提供されていないのです。

　　共同生活をするというクリスチャンの方針と原則は、多くの家庭や子供達が景気後退の嵐、破綻した結婚生活、麻薬や、アルコール、心理的疎外感や孤独、道徳の放棄でいっぱいで生き延びていくのが困難な社会にあって、正常な逃れ場となるオアシスを提供していると、私たちは心から信じています。

４．人間の性は美しくありえ、神の賜物であり、創造物として表現されています。

　　私達のコミュニティーの子供達は、お互いに対して、また体や、赤ん坊を持つこと、セックスに対して全体的に自然な見方をしています。セックスと私達の体は邪悪なもの、いやらしいものとは考えられていません。私達の子供達は、セックスに対して健全で健康的な態度をもつように教えられてきたので、社会全体のティーンエージャー達がやるような極端な性行動に走る傾向もありません。もちろん、私達のグループの子供達は、法的に成人の年齢となるまでは、性的行動に入り込まないように言われており、この面において自ら責任を持つことを期待されています。

　　私達の性に対する姿勢は、聖書の教えに基づいており、ありふれた、低俗で、下品な人間の性の描写に基づくものではありません。神の望まれた通りに表現すれば、セックスは人生の最も美しい面の一つであり、それ自体創造物です。そして、イエスとその花嫁である教会との間の神聖な関係の象徴にさえなっています。

　　人の体は、神によって美しく創造され、昔から多くの古典芸術の彫刻や絵画などで芸術的かつ優雅に描かれてきました。人間の性をひどく品の悪いものにしたり、美的感覚も芸術的価値もなく、社会に何の貢献もしないような体の描写をしたりすることに、私達は反対です。そして、不快感を与えるようなポルノ映画やビデオなどを見ることも、所有することも許可していません。醜く、愛のない、倒錯した性的行動は一切承認しないのです。

５．私達のコミュニティーでの性道徳は、社会の大半にまさっています。

　　私達は互いに同意した大人同士の交際についてはある程度リベラルな意見を持っているものの、大人と未成年のセックスや性的接触には、厳格な態度を取っています。そういった行為は、いかなる形であっても私達のグループでは破門の厳罰に処されます。

　　コミュニティーでは、誰も他の人に病気や性病を移したいとは思いません。そのようなことをするなら、自分を愛するように隣人を愛し、ただ自分がしてもらいたいことを人々にもせよという主の教えにしたがって生きるという私達の方針を大いに傷つける事になります。病気が感染する疑いが少しでもあるなら、節制することが要求されます。私達のメンバーは、社会の大勢の人々ほどエイズの危険にさらされてはいません。それはただ麻薬を使用しないからだけでなく、輸血の安全性にそれほどの信頼をおいておらず、できるだけ輸血を避けようとしているからでもあるのです。またメンバー以外との性交渉も許可されていません。そして、私達のコミュニティーに入りたい人は、最初にＨＩＶの検査も受けねばならないのです。

６．私達のメンバーや子供達は、環境に気を配っており、節約意識を持っています。

　　私達のコミュニティーで育てられた子供達は、節約意識を持ち、身の回りの環境に注意を払い、良い習慣を通してそれを実行に移すことを教えられます。例えば、電気節約のために電気を消すこと、水を無駄にしないこと、整理整頓し、散らかさないこと、植物や動物を大切にし、その生息している環境を尊重することを子供達は知っているのです。私達は子供達に、自分達の住む世界を思いやるという保護の役割を果たすように教えています。それはただ身の回りの環境に対してだけでなく、福音を広めることによって他の人達の心を思いやることも含まれています。

７．私達は、社会の人々から完全に孤立しているわけではありません。

　　私達の子供達は、あらゆる人種と文化が集まっている国際的かつユニークな環境でクリスチャンとして生活し、またそのような人生観を持っています。誰であろうと全ての人達に福音の良き知らせを分け合うのが、私達の生活の土台また目的です。そうすることによって、社会全体の生活の質を向上するのを助け、また私達のメンバーがメンバーでない人達と近いコミュニケーションを持つようにするのです。

　　私達や子供達は、他の人々に、人生に対する私達独自の見方、クリスチャンとしての生き方、将来に対する希望を教えることで、社会作りに貢献していると考えています。それゆえ多くの時間とエネルギーと人材を子供達の世話と訓練に注ぎ、子供達が他の人達の心の必要を世話することができるように導くのです。回りの社会との接触をかなり断っている他の共同体とは違い、私達は、子供達に宣教師として社会に出て行き、他の人達の助けとなることを教えます。修道会など、共同生活を行なうグループもありますが、たいてい男性と女性が分離されています。しかし私達の共同体は、他の人達への精神的な奉仕に献身する修道会などに似ているものの、家族全員が奉仕に携わり、男性も女性も、子供も既婚者も未婚者も誰もが奉仕の場を持っているのです。私達は、普通の家庭と家庭生活を持つことで、伝道をする相手の人達の日常の問題をもっとよく理解できると考えています。

Ｊ．教　育

１．私達の子供達は、早期から教育を受けます。

　　私達の子供達は、優しさと思いやりにあふれ、明るい希望に満ちた環境ですくすく育っていきます。そして私達のコミュニティーでの大きな関心は、子供達の教育です。私たちの早期教育プログラムは、現在の社会に存在するいかなるプログラムよりもまさっていると信じています。教育は、実際のところ、赤ん坊が生まれた時に明るいモービル、音楽、歌、乳児体操、運動、視覚、音、感触を使って発育を刺激することから始まるのです。私達のコミュニティーは、画期的なアイデアを次々に出すだけでなく、理論を実行に移すための理想的な環境ともなっています。私達の子供達が受けているのと同じくらい質の高い世話を与える家庭や施設はあまりありません。社会のたいていの親は、単に時間もなく、訓練不足であり、赤ん坊や子供達が学んだり、関心を受けたりする豊富な機会を与えるだけの助けも供給源も持ち合わせていません。残念なことに、従来通りの育児施設や乳児施設、保育所は、人出不足や、面倒な形式主義、訓練不足の人員、愛と献身の欠如のせいで、最低限の世話さえ与えられないことがしばしばです。感謝することに、そのような問題は、私達のコミュニティーでは全くまれであって、子供達は優れた世話を受けています。

２．私達の子供達や、メンバーの読み書き水準は高いです。

　　神の言葉は私達の人生において最も重要な事の一つであることから、子供達が読み、理解できるようになるために多大の努力が払われています。読むことはしっかり教えられ、まだ赤ん坊の頃から始められることさえしばしばです。私達は、現在名声を博しているグレン・ドーマン博士の開発した赤ん坊に読みを教える方法を使っています。２才にもならない子供が大きなカードに書かれた単語や簡単な本までも声を出して読む様子は、一般には、よく見られることではありません。私達のコミュニティーでは、多くの子供達が５才か６才になるまでに内容をよく理解しながら読んでいくことができます。どうしてそのような発達が可能なのでしょうか？　それは、子供達一人一人が、良き読み手となるように励まされ、共同体の中に築かれた素朴で幸福で自然な学習環境の中で、生まれた時から個別に温かい指導を受け、一貫した学習プログラムを与えられているからです。

　　読みは、私達にとっていやなら学ばなくていいといったような随意の技術ではありません。正しい教育と速い精神的成長のためにあまねく必要とされる非常に重要な技術であって、絶対不可欠と言ってもいいくらいです。私達のコミュニティーでは子供達は読みのテストにおいて、その年齢レベルよりも上の定期テストを受けていますが、テレビ中心の世界にはよく、識字能力の欠如に起因する苦悩や問題を経験している人々が少なくありません。そのため新聞社は倒産し、人々は最も単純な方向指示標識さえ読んで理解することができず、難しいアイデアを概念的に説明したり、うまく伝える能力や、考えを言い表したり、詳しく述べたりする能力が、読み書き能力の欠如によって下降しているのです。しかし、現実的に言って、社会はこの風潮をどのようにすれば転換することができるでしょうか？　私達は上に述べたように読み書きに意欲を持ち、それを尊重すること以外にないのではないかと感じています。

３．私達の教育プログラムは、子供の人数の増加に伴って進歩してきました。

　　コミュニティーでは、子供達に多くの訓練を注いでいます。私達の活動は長年に渡って成長し発展してきましたが、その間、文字通り全世界へ出て行って福音を宣べ伝える事に精力を注ぐだけでなく、同時に宣教師の子供達が必要とする特別な世話や教育のために時間を費やしてきました。活動の初期の頃から、メンバーに子供の訓練の仕方をしっかり教えるという要求を満たすべく、私達はグループの特定の一部を、その仕事に専念させるようにしてきました。家庭で子供を教育しようという運動が世界的に知られ、認められるようになるずっと前から、私達はメンバーのために家庭での教育プログラムを開発してきました。ほとんどの子供達がまだ幼かった頃には、母親の多くにモンテッソリ式教育法の講習を受けるよう奨励しました。

　　次第により進んだ教材や訓練が必要になってきたので、家庭でできる総合学習プログラムを開発し、特別な育児書を出版しました。そこに、母親や教師が手軽に使える簡単なチェックリスト形式のカリキュラムを載せ、グループの子供達が確実に、優れた基礎教育、つまり一般社会の子供が受けるのと同等の教育を簡単に受けられるようにしました。また、コミュニティーに、レディーバード社や、マクミラン社の本を購入することを勧め、その他、持ち運びに便利で、手頃な値段の、教育図書の推薦リストも提供しました。近年になって、このプログラムは一段と拡充され、現在では学年ごとの、より詳細に渡る、より充実したカリキュラムになっています。ほとんどのコミュニティーはスーパーワークブック・シリーズを使用しており、これは、アメリカの教育専門家によって開発された総合学習プログラムです。広く知られているもので、宗教色はありません。

　　この正規の教育以外にも、私達のグループで育てられる子供達は、身体の世話、安全、家事、節約、コミュニケーション、ペットの世話など訓練や実地体験に非常に恵まれています。私達の生活様式はそれ自体、子供達に豊かでチャレンジに満ちたカリキュラムを自然と提供するものであり、彼らは赤ちゃんの時から絶え間なく、優れた指導と訓練を受けています。

４．私達のティーンエイジャー達は、クリスチャンとしての幅広い訓練や職業訓練を受ける機会に恵まれています。

　　ティーンエージャー達の教育プログラムとして選んだ基本形式は、昔ながらのクリスチャンとしての訓練と職業訓練です。彼らは、聖書の学習と、伝道や他の人の精神的必要を満たすといったクリスチャンの仕事に関連した事柄について、集中的訓練を受けます。それらはすべて、宣教師あるいは他のクリスチャン関係の仕事で成功するために必要な事柄です。私達のティーンエージャー達は、秘書、ワープロやコンピューター技術、電子工学、翻訳、機械整備、ドラマ、音楽、建築、オーディオとビデオの収録、内装、大工仕事、清掃、キッチンの監督と管理、料理、裁縫、育児、教師養成課程など、幅広い職業技術において非常に実用的で徹底した訓練を受けます。そして、宣教師としての生活で、様々な国に住み、様々な国民に接する事によって、歴史や地理、政治経済について、多くを学んでいくのです。

　　一般社会の学生のほとんどが単に机に向かって卒業を待つのに比べ、私達の若者は、様々な体験を通して、必要なことを活発に学んでいくのです。彼らは、理論を実践に移し、実際に目で見、行なうことによって応用していき、そうした体験を通して、カウンセルやスピーチ、演技、ビジネス、セールス、旅行、外国語、コミュニケーション技術などを習得します。私達の若者の受ける訓練はほとんどが自ら実際に体験するものであり、広範囲に渡る実際的で専門的な職業技術を身につけていくのです。

　　私達のコミュニティーのように、教師がひたむきで、長時間をつぎこみ、徹底した集中的な訓練を与え、個々の生徒に個人的な関心を示し、しっかりと監督し、生徒の側にも学ぶ意欲が見られ、教育に対するアプローチの質が高く、実地訓練に根差している、といった教育施設は、今日の社会ではあまり見られません。

５．私達の子供達は、文化的に恵まれた環境で

育ちます。

　　私達のファミリーが豊富に新しい音楽や、演技、オーディオテープ、ビデオテープ、印刷物、絵などを製作し、また豊かな精神的見解を打ち出していることを見ていただければ、私達の子供達が非常に創造的で、文化的に恵まれた家庭生活を日々楽しんでいることがはっきりわかっていただけることでしょう。私達のメンバーは１００ヵ国に及ぶ国籍から成っており、世界中で１５０近くの国において、国の首脳から貧しい人々に至るまで、あらゆる人々に宣教してきました。私達の子供達の多くは複数の言語を話し、世界の複数の国々の文化に親しんでいます。それだけでなく、直接の経験から地理に関して詳しいのです。

　　私達は経験、旅行、興味、才能、言語、冒険、奇跡、有名人との出会い、その他様々なことに恵まれており、そのすべてを子供達は受け取り、そのすべてが子供達の家庭生活の一部となっているのです。私達のコミュニティーは人種の宝庫であり、様々な信条や職業の人が集まっています。そしてその一人一人が、独自の貢献をなし、他の人達の人生をより豊かなものとしています。世間の子供達のほとんどが、学校の外にある世界がどんなものかを頭に描くのに苦労しているのに対し、私達の子供達はしばしば実際にそこへ行ったりし、人によってはテレビで見るか本で読む事しか出来ない遠く離れた場所に住む人達と、直接会って親しくなる事が出来るのです。宣教師としての私達の総合的な経験のおかげで、子供達に、人種や文化の異なる他の国の人々に対して、偏見のない理解ある態度を持って成長するという素晴らしい機会を与える事になるのです。

Ｋ．結　論

神と他の人々に仕える上での私達の実際的なライフスタイルや方法は、この社会に新しい解決策と豊かな益をもたらします。

　　私達の生活方法は、私達と子供達の信仰の表明であり、私達の聖書の知識に基づいています。しかし、その生活方法は、社会全体にも貢献しているのです。全く新しい社会的、経済的、宗教的な資産、見方、挑戦が存在するのを意識することで、社会に活力が与えられるからです。

　　現在、社会一般を悩ましている経済的、社会的な問題、健康面における問題、情緒的、心理的な問題に対する実際的な解決策の多くが私達のコミュニティーにおいて見いだされたことは、否定しようのない明白な事実であり、学校の校長や警察、裁判官、さらには福祉職員といった方々もそのことを証言してくれています。

　　私達は皆様に次のような質問を投げかけたいと思います。ある事がうまくいき、良い成果を生む事が立証されており、現代社会の直面している困難な問題を克服し、それに対抗するだけの大きな可能性が見られるというのに、なぜ、ある人々はそれを打ち壊そうとするのでしょうか？　そんな事をするのは、全く理性に欠けた事だとは言わないまでも、少なくとも、極端に近視眼的な行動ではないでしょうか？　想像力に富む夢想家達がいないなら、人類はどうなる事でしょう？　ペトリ皿に出来た単なるかびにしか見えなかった物体も、その中に秘められた可能性を見た人、アレキサンダー・フレミング博士によって、ペニシリンに変わったのです。

　　私達は、ユニークな体験という面で、社会に貢献できるものがたくさんあると信じています。例を上げるなら、今日の母子家庭及び父子家庭の多くが直面している問題は、私達のように共同生活をし、子供の世話も協力し合う事によって激減する事と思います。何百万もの母子家庭及び父子家庭の親達は、より経済的な共同生活を始める事によって、子供達も即刻、より高い水準の生活、より温かな家庭生活を送ることができ、もっと監督の行き届いた環境で暮らすことができるようになるというのに、かろうじて何とか生きのび、自分だけで子供の世話をするという、孤独な闘いを味わっているのが現状です。このように孤独で、貧しい親達の多くは、自分達の持っているものや経験を結集して、問題を克服するために共に働くならば、ついに、自分が社会のお荷物のように感じることもなくなり、貧しさや訓練の欠如によって尊厳を失い、人生に失望することもなくなり、互いに社会的、情緒的、道徳的な面で支え合い、実際面でも互いに助け合うという喜びを味わえるのです。公の機関で、これに興味のある方がおられるなら、私達は喜んで、そのような施設の組織運営の方法についての資料をふんだんに提供したいと思います。

　　社会の多くの人は、単に最近の経済的な苦境を生き延びるだけのためにも、共同生活をする必要があることを見いだしています。世界各地における社会的かつ経済的な変動のせいで、さほど広くない場所に、しばしば限られた資金で、沢山の人々が住むようアレンジする必要性がますます生じています。私達は２０年以上の経験の蓄積があり、様々な状況や住居において、年齢や背景の異なった人々と共に暮らしながら、いかにして住居を清潔に保ち、幸せで健康であり続け、秩序正しい生活を送っていくかという、毎日の細々とした事柄において、２０年以上の経験の蓄積があるのです。

　　他のクリスチャンの方々もまた、私達の提供するものや、私達のチャレンジとなる考え方から益を受けられることと思います。宣教に対する私達の熱意は刺激となり、多くの人達を、世界に福音を宣べ伝えたいという気持ちにさせることでしょう。私達の歌、音楽、オーディオテープ、ビデオ、個人的に証しをする方法、私達の幸せに満ちた礼拝、奉仕に対する献身的な態度、クリスチャンの共同生活、御言葉への愛、他の宗教の良い点に対する尊敬、物質主義追求にそまらないこと、神を賛美し、祈る方法、シンプルな生活、励ましとなる私達の文献、私達独自の習慣や物事のやり方、これら全ては、世界中のクリスチャン及びクリスチャンでない人々の社会を文化的により豊かにする役割を果たしてきました。

　　私達には欠点や過ちがないなどと言うつもりは全くありませんし、私達は自分達の過ちから学びそれを正すように努めています。私達はこれからも、神に忠実であり、この世界をより良い、より幸せな場所にするという目標を、自分達と子供達の前に掲げ続けていきます。どうか、私達の信仰や、私達が子供達に与えているものや、コミュニティーでの生活をじかに見て下さい。そうすれば、私達のコミュニティーが子供が育つ上で非常に優れた環境であることがわかっていただけることでしょう。

　　これを読んで頂いてもまだ、私達ファミリーがどんなグループであるか把握できないと感じられるのでしたら、その人生と愛が私達の生活と奉仕の土台となっている方と出会って下さるよう招待したいと思います。もちろん、その方とはイエス・キリストです。イエスを心の中に受け入れるなら、今すぐに、イエスと、イエスが私達に与えて下さるものすべてを受け取ることができるのです。イエスはこう言われました。『見よ、わたしは（あなたの心の）戸の外に立ってたたいている。誰でもわたしの声を聞いて戸を開けるなら、わたしはその中に入る。』（黙示録３：２０）　ただこう祈ればいいのです。

　　「愛するイエス様、私はあなたが神の子であり、私の罪のために死んで下さったことを信じます。私が犯した全ての過ちを許して下さい。どうぞ私の心の中に入り、あなたからの贈り物である永遠の命を与えて下さい。アァメン。」

　　イエス御自身を心の中に受け入れ、イエスとその御言葉の真理に従うために自分の人生を捧げるなら、私達の真の姿を頭でも心でももっと容易に理解できるようになるでしょう。私達は、素晴らしい救い主イエスを心から愛し、イエスに従う、あなたと同じクリスチャンなのです。

　　誠実に真理を探し求めている人々すべてを神が祝福され、彼らにイエス・キリストによる真の救いを与えて下さいますように！



